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長崎市の広報紙である『広報ながさき』は、市民と行政をつなぐ大切な媒体として、10年以上前からDTPで
制作されている。制作環境の移行に伴い、フォント環境はMORISAWA PASSPORTが紙面制作の基幹
の一役を担っている。

これからの広報紙は、
“いかに見てもらうか、読んでもらうか”のしかけ作りのために、
より効率的な紙面制作を目指します

MORISAWA PASSPORT導入によって
得られる様々なメリット
　MORISWA PASSPORTもコスト削減に貢献している
とのことだが、実際の編集作業でどのような使われ方を
されているのかお聞きした。
　「フォントは紙面の読みやすさを考慮して基本的に4
～5書体で制作し、主に、新ゴ、新丸ゴ、太ミン、太
ゴを使用しています。特集記事などのコンテンツ内容以
外は、これらの使用する基本書体を決めて制作してい
ます。使用するフォントはそれほど多くはありませんが、
MORISWA PASSPORT導入後はフォント管理が非常
に楽になりました。
　『広報ながさき』のデザインは2000年から変わっていま
せん。しかし、最近では新聞でも文字が大きくなる傾向
があるなど、一般の出版物にも様 な々変化がみられます。
今後は、より市民の皆さんに伝わるような紙面の構成に
ついても検討を重ねていく必要があります。その際に、
MORISWA PASSPORTには豊富な書体があるので、
気軽に試行錯誤できる点はありがたいですね」（菖蒲氏）
　「現在の『広報ながさき』は36ページで構成されており、
担当6名で分担しながら進めています。それぞれのペー
ジには、決まったレイアウトがあり、使用する書体、フォ

行政に求められる労力・コスト削減にも
DTPは有効
　長崎市役所が広報活動に利用しているメディアは、テ
レビやラジオ、インターネットなど多岐にわたるが、広報
紙は誰もが手軽に手に取ることができ、さらに保存性も
高い媒体として、市の広報には欠かせない存在だ。
　『広報ながさき』は、長崎市の企画部広報広聴課
の6名によって毎月36ページのボリュームで制作され
ている。DTP環境への移行は早く、他の自治体に先
駆けて今から10年以上も前に遡る。DTP導入当初は
MacintoshとQuarkXPressで制作を開始し、2008年1
月にQuarkXPressからInDesignに移行し、同時にフォ
ント環境もMORISWA PASSPORTに統一された。
　広報広聴課の水田係長に、現在のDTPシステムでの
広報紙制作に落ち着いた経緯を伺った。
　「まず、10年前のDTP導入当初にOSをMacintoshにし
たのは、印刷会社とのシステムの違いによるトラブルを極
力避けるためでした。その後、庁内もパソコンで仕事す
るようになりWindows機が導入されましたが、すでに広
報紙の編集はMacintosh環境でデジタル化されていたの
で、そのノウハウを無駄にしたくありませんでした。
　InDesignへの移行は、ちょうどその頃Mac OS Xに移
行したのですが、当時QuarkXPressはOS Xに未対応
だったこともあり、その選択肢は限られていました。また、
PhotoshopやIllustratorは以前から使用していたソフト
だったので、それぞれ個別に購入するより、CSというパッ
ケージで導入するほうが安価でしたし、同じメーカーとい
う利便性もあると判断しました」
　新システムに移行し実際に使用されて、どんな感想を
お持ちだろう。
　「InDesignによる新システムを導入して約1年になりま
すが、非常に満足しています。広報紙は月に1回、必ず
発行しなければならないものです。しかも労力やコスト
の削減が行政の命題ですので、日々の作業が短時間で
行えることは大歓迎です。そういう意味でMORISWA 
PASSPORTも大いに役立ってくれています」（水田係長）
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ントサイズも決めていますが、全体を通しての統一感や
読みやすさという点では、まだまだ改善の余地がありま
す。レイアウトデザインや文字の使い方などを工夫する
ことで、市民の皆さんがより見やすく、読みやすい紙面
を提供していきたいと考えています」（生駒氏）
　最後に、使用されるフォントフォーマットがOpenType
となったことによるメリットについて伺ったところ、
　「広報紙には、人名や地名などが頻繁に登場しますが、
今までは使用できる文字数が9,000字程度だったのが、
今は23,000字もあるので、そのあたりの対応がやりや
すくなったのが大きいですね。また、OpenTypeの各文
字セットが利用できるのもメリットです」（下川氏）と語っ
ていただいた。

今後は、より市民サービスにつながる
紙面作りとメディア展開を
　2008年2月号からは長崎市役所のホームページ
（http: //www1.city.nagasaki .nagasaki . jp/）
でPDFデータも公開されているが、このような市民サー
ビスも短時間で容易にできる点もDTPならではのメリッ
トだ。また、使用されるフォントによって、読みやす
さなど紙面のクオリティも左右されるが、MORISWA 
PASSPORTを導入しておけば、様 な々文字を組み合わ
せたシミュレーションもコストをかけずに可能になる。紙
面のクオリティを向上することも市民サービスのひとつと
言えるのではないだろうか。
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お問合せ先
モリサワパスポートセンター
フリーダイヤル ： 0120-08-2253
TEL ： 06-6647-2253
URL : www.morisawa.co.jp/font/passport/

http://www.morisawa.co.jp/
font/passport/mpone.html

http://www.morisawa.co.jp/
font/passport/

morisawa passport 検索検索 passport-one 検索検索

モリサワ製品の不正コピーなど、違法行為にお気づきの方は
（社）コンピュータソフトウェア著作権協会（Tel.03-5976-5178）までご連絡ください。

※本仕様は改良のため、予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。
※本カタログに記載されている会社名・商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。
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本社
東京本社
仙台支店
名古屋支店
札幌営業所
広島営業所
福岡営業所
鹿児島営業所
岡山出張所

〒556-0012

〒162-0822

〒984-0051

〒460-0002

〒001-0010

〒730-0805

〒812-0013

〒890-0045

〒701-1214

大阪市浪速区敷津東 2-6-25 Tel.06-6649-2151

東京都新宿区下宮比町 2-27 Tel.03-3267-1231

仙台市若林区新寺1-3-8 Tel.022-296-0421
名古屋市中区丸ノ内1-5-10 Tel.052-201-2341
札幌市北区北十条西 2-6 サウスシティ2F Tel.011-700-0112

広島市中区十日市町1-6-27 広島印刷会館1F Tel.082-296-1114

福岡市博多区博多駅東1-3-25 Tel.092-411-5875

鹿児島市武1-11-7 秋丸ビル Tel.099-252-2255

岡山市辛川市場 386 Tel.086-284-9766

広報ながさきは、InDesign の機能を駆使しながら、
効率的に制作している。また、モリサワフォントを使用する
ことで、可読性だけでなくコンテンツを表現する際に文字を
形として見せるよう心がけている。


